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友
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比
　
正
徳

副
会
長
（
組
織
担
当
）

　
　
　
　
　
　
 
田
中
　
恒
生

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
森
川
　
広
美

広
報
担
当

　　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
寿
美
夫

　

広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
徳
男

地
域
担
当
（

四
日
市
Ａ
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
計
治

地
域
担
当
（

四
日
市
Ｂ
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
規
夫

地
域
担
当
（

鈴
鹿
市
全
域
）

　
　
　
　
　
　
　
生
川
喜
代
一

会
計
担
当

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
ひ
さ
お

事
務
局
担
当

　
　
　
　
　
　
　
尾
関
　
正
司

友
の
会
だ
よ
り

僭
越
で
す
が
こ
の
度
、
事
務

局
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
森

川
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
本
年
度
も
総
会
を
含
め

様
々
な
行
事
を
断
念
致
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
こ
そ

色
々
な
役
立
つ
情
報
や
、
「
友

の
会
の
取
組
み
っ
て
面
白
い
」

と
言
っ
て
頂
け
る
も
の
を
、
ど

ん
ど
ん
模
索
し
提
供
し
て
行
き

ま
す
。

勉
強
し
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

広
報
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

す
稲
垣
で
す
。
富
士
オ
フ
ィ
ス

＆
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｆ
Ｏ
Ｌ

Ｓ
）
保
険
課
に
在
職
中
は
、
い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在

は
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
の
直
傭
社
員
と
し

て
月
に
十
日
ほ
ど
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。

趣
味
の
会
で
は
、
ゴ
ル
フ
同

好
会
・
旅
く
ら
ぶ
に
所
属
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
他
の

会
へ
の
参
加
に
つ
き
ま
し
て
も

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
担
当
を
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
松
下
で
す
。
業
務
は
、

四
日
市
Ａ
地
区
会
員
・
趣
味
の

会
事
務
局
・
工
場
労
組
主
催
行

事
の
窓
口
担
当
で
す
。

設
備
技
術
課
に
在
職
時
は
、

皆
様
に
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
技
能
検
定
委
員
の
功

労
が
認
め
ら
れ
、
平
成
二
七
年

春
の
叙
勲
を
受
賞
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
皇
居
に
て
天
皇
陛

下
に
拝
謁
し
、
お
言
葉
を
頂
き
、

私
の
人
生
の
宝
物
で
す
。
今
後
、

友
の
会
の
発
展
と
健
康
に
留
意

し
努
力
し
ま
す
。

二
一
年
一
月
末
で
富
士
電
機

を
退
職
し
早
々
に
退
職
者
友
の

会
の
役
員
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
役
割
は
地
域
担
当
と
定
期

総
会
の
準
備
と
運
営
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
残
念

な
が
ら
今
年
の
定
期
総
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度

の
総
会
は
有
意
義
な
総
会
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

力
量
・
経
験
も
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
広
報
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
黒
川
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
投
稿
を
お
手
伝
い
し
て
き

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
会

員
様
の
情
報
の
交
換
の
場
に
す

べ
く
、
手
書
き
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

写
真
・
動
画
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ｓ
デ
ー
タ
、
ど
ん
な
仕
様
で
も

受
付
、
公
開
に
ふ
さ
わ
し
い
と

判
断
で
き
ま
し
た
ら
公
開
し
ま

す
。
ま
た
公
開
を
希
望
さ
れ
る

情
報
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
連

絡
を
頂
け
ま
し
た
ら
対
応
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

前
期
に
引
き
続
き
会
計
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
と
し
ま
し
て
は
二
年
間
で

退
任
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
後

二
年
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
私
は
後
期
高
齢
者

と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
お
役
に

た
て
る
か
ど
う
か
心
配
で
す
が

も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
と

思
い
、
お
引
き
受
け
を
し
ま
し

た
。皆

様
の
大
切
な
会
費
を
ム
ダ

な
く
効
率
的
に
使
用
し
、
又
、

ミ
ス
の
無
い
よ
う
お
金
の
管
理

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
友
の
会
だ
よ
り
の

編
集
担
当
を
卒
業
し
、
事
務
局

業
務
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
迄
、
寄
稿
頂
い

た
方
々
を
は
じ
め
数
多
く
の
会

員
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
一
年
会
員
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
意
義
あ
る
活
動

と
な
る
よ
う
、
新
し
い
運
営
体

制
の
も
と
、
新
規
活
動
を
含
め

諸
活
動
の
円
滑
な
推
進
に
向
け

事
務
局
の
立
場
と
し
て
努
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
続
き
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
度
、
組
織
担
当
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
田

中
で
す
。
新
旧
役
員
の
引
継
ぎ

会
で
役
割
分
担
の
際
、
席
を
外

し
ま
し
た
の
で
問
答
無
用
で
決

ま
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
友
の
会
へ
の
入
会

歴
は
ま
だ
浅
く
会
の
運
営
詳
細

は
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
々
あ

り
ま
す
。

今
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
お

声
を
頂
き
な
が
ら
、
一
歩
一
歩

頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

二
０
０
九
年
公
開
の
日
本
映

画
「
感
染
列
島
」
が
あ
る
。
劇

場
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観
ら
れ
た
人
も

多
い
。
作
品
で
は
日
本
に
お
い

て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

が
ま
ん
延
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
事
態
に
な
る
か
を
描
い
て

い
る
。

世
界
的
に
大
流
行
し
た
感
染

症
は
約
百
年
前
の
「
ス
ペ
イ
ン

か
ぜ
」
で
当
時
の
世
界
人
口
の

約
二
七
％
の
五
億
人
が
感
染
し

て
死
者
は
約
一
億
人
。
日
本
で

も
当
時
人
口
の
約
四
三
％
の
二

三
八
０
万
人
が
感
染
し
て
約
三

九
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

二
０
一
九
年
十
二
月
、
中
国

武
漢
で
最
初
に
感
染
が
報
告
さ

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

世
界
中
に
広
が
り
、
感
染
爆
発

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
引
き
起

こ
し
た
。
日
本
で
も
三
月
に
志

村
け
ん
さ
ん
、
四
月
に
岡
江
久

美
子
さ
ん
と
、
テ
レ
ビ
で
も
親

し
ま
れ
た
著
名
人
が
相
次
い
で

コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
で

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
へ
の
衝
撃
が

は
し
っ
た
。

●
二
０
二
０
年
四
月
、
国
内
緊

急
事
態
宣
言
・
東
京
五
輪
の
延

期
、
国
内
感
染
者
一
万
人
、
世

界
感
染
者
三
百
万
人
。

●
八
月
第
二
波
、
国
内
感
染
者

七
万
人
。
世
界
七
百
万
人
。

●
十
一
月
～
二
０
二
一
年
一
月

第
三
波
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル

の
停
止
、
第
二
次
緊
急
事
態
宣

言
、
英
国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
開

始
、
国
内
感
染
者
三
九
万
人
、

世
界
で
は
一
億
人
。

●
四
月
～
六
月
第
四
波
、
第
三

次
緊
急
事
態
宣
言
（
三
重
県
は

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
）
高

齢
者
向
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
、

国
内
感
染
者
八
０
万
人
で
死
者

一
万
人
超
、
世
界
一
億
八
千
万

人
感
染
で
死
者
三
七
０
万
人
。

●
全
国
民
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了

へ
の
見
通
し
は
つ
い
た
、
東
京

五
輪
は
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中

で
開
催
、
変
異
種
の
影
響
が
心

配
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
は
続
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
世
界
中
完
了

と
治
療
薬
の
出
現
普
及
に
は
ま

だ
時
を
要
す
る
、
医
療
が
発
達

し
た
現
代
だ
が
未
知
の
感
染
症

発
生
と
ま
ん
延
の
脅
威
に
い
つ

も
遭
遇
し
て
い
る
。

（
日
比
正
徳
）

二
年
間
に
亘
る
検
討
結
果
を
総

会
審
議
（
ハ
ガ
キ
に
よ
る
審
議
）

に
か
け
右
の
通
り
承
認
頂
き
ま
し

た
の
で
、
二
０
二
一
年
（
令
和
三

年
）
度
か
ら
本
格
実
施
し
て
ゆ
き

ま
す
。

友
の
会
の
目
的
は
退
職
後
も
工

場
・
労
働
組
合
と
の
よ
り
よ
い
関

係
を
保
つ
と
共
に
、
会
員
間
の
親

睦
交
流
は
勿
論
、
地
域
従
業
員
と

も
親
睦
を
は
か
り
、
健
康
に
留
意

し
て
、
豊
か
な
熟
年
の
生
活
向
上

を
は
か
っ
て
い
く
と
会
則
に
記
載

し
て
い
ま
す
。

役
員
一
同
全
力
で
友
の
会
活
動
を

推
進
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

友
の
会
会
長
を
留
任
し
ま
し
た
日

比
で
す
。

今
年
の
定
期
総
会
は
昨
年
に
続

い
て
中
止
に
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が

発
令
さ
れ
る
状
況
下
で
は
や
む
を

え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
重
要
な
審
議
事
項
を
有
し

て
い
た
だ
け
に
残
念
な
思
い
を
し

て
い
ま
す
。

重
要
な
審
議
事
項
と
は
一
刻
の

猶
予
を
許
さ
な
い
「
財
政
健
全
化

問
題
」
で
す
。

友
の
会
は
一
九
七
九
年
（
昭
和

五
四
年
）
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

先
輩
方
の
ご
努
力
に
よ
り
発
展
し

て
会
員
数
も
多
く
て
活
動
内
容
も

よ
く
、
友
の
会
の
評
価
は
高
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

時
代
が
昭
和
・
平
成
・
令
和
と

移
り
、
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
友
の

会
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
構
造

体
質
の
影
響
が
顕
著
に
表
面
化
し

て
、
あ
と
数
年
以
内
に
会
員
数
が

半
減
す
る
状
況
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
会
員
数
の
半
減
は
会
の
収

入
が
半
減
す
る
と
い
う
事
な
の

で
重
大
で
す
。
二
０
十
九
年
～

二
０
二
０
年
度
に
わ
た
り
財
政

健
全
化
策
の
議
論
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

昨
年
度
の
会
社
業
績
と
し
て

は
食
品
流
通
事
業
本
部
年
間
で
、

売
上
高
七
六
五
億
円
（
対
前
年

▲
二
七
九
億
円
）
、
営
業
利
益

▲
五
三
億
円
（
対
前
年
▲
九
一

億
円
）
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
三
重
工
場

を
含
め
大
幅
な
赤
字
と
な
り
ま

し
た
。
友
の
会
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
心
配

を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
を
受
け
、
食
品

流
通
事
業
本
部
と
し
て
国
内
の

も
の
つ
く
り
機
能
を
三
重
地
区

に
集
約
す
べ
く
、
二
０
二
一
年

十
月
一
日
付
で
、
信
州
富
士
電

機
㈱
を
㈱
三
重
富
士
へ
吸
収
合

併
す
る
こ
と
を
決
定
致
し
ま
し

た
。
既
に
信
州
富
士
電
機
か
ら

Ｃ
Ｍ
・
Ｂ
Ｖ
を
移
管
し
、
ま
た
、

三
重
工
場
に
お
い
て
主
力
の
釣

銭
機
の
生
産
を
一
０
一
棟
に
て

開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

の
合
併
を
契
機
に
、
全
て
の
釣

銭
機
を
三
重
地
区
に
て
生
産
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
釣
銭
機
の
生
産
と
移

管
を
同
時
並
行
で
進
め
る
た
め
、

Ｐ
Ｊ
体
制
を
構
築
し
検
討
・
準

備
を
進
め
て
お
り
、
皆
の
知
見

を
結
集
し
一
丸
と
な
り
諸
課
題

に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

二
０
二
一
年
六
月
十
日
に
一

九
六
九
年
の
自
動
販
売
機
生
産

開
始
か
ら
五
０
周
年
と
な
る
記

念
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

食
品
流
通
事
業
本
部
の
本
部
長

を
務
め
ら
れ
た
朝
日
特
別
顧
問
、

高
橋
特
別
顧
問
に
加
え
て
、
浅

野
本
部
長
ご
参
列
の
中
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
記
念
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
Ｐ
Ｒ

ホ
ー
ル
前
の
緑
地
に
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
苗
木
を
二
本
植
え
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
苗
木
が
今
後
、

大
き
く
成
長
し
今
年
度
の
三
重

工
場
が
、
黒

字
回
復
す
べ

く
、
従
業
員

一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

友
の
会
の
皆

様
も
三
重
工

場
に
来
場
さ

れ
た
際
に
は

是
非
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
三
重
総
務
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に

よ
り
活
動
が
制
約
さ
れ
る
な
か

新
体
制
で
会
運
営
に
参
加
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
が
こ
れ
か
ら
先
も
楽
し
ん
で

頂
け
る
行
事
を
考
え
、
会
の
発

展
に
微
力
で
す
が
努
力
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
達
が
永
年
に
亘
り
生
活
を

共
に
し
て
来
ま
し
た
三
重
・
鈴

鹿
両
工
場
の
見
学
会
を
隔
年
開

催
出
来
る
よ
う
企
画
し
て
参
り

ま
す
。
今
年
度
は
ま
ず
三
重
工

場
か
ら
。
詳
細
内
容
が
決
定
次

第
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

定期総会を中止としたことに伴い、会員の皆

さんに議案の賛否をハガキにて実施して頂き

ました。その集計結果は下表の通りです。

５つの議案すべて「賛成多数」により「可決

承認」されたことを確認しております。

【2021年度年会費未納の

会員各位へのお願い】
７月２０日時点、未だ７０名の方々に年会費を

納めて頂いておりません。

未納の方々に対し再依頼の書面を同封させて頂

きました。８月末までに書面に記載の友の会口

座宛に振込手続きを実施頂けますようお願い致

します。

第43回友の会定期総会

審議事項の議決結果報告

二
０
二
一
年
度

役
員
の
紹
介
と
ご
挨
拶


